
別紙４ 

「さくら市こども計画（案）」に関するパブリック・コメントの結果 

 
◇ 意見等の募集期間：令和８年２月１４日（土）～令和８年３月１３日（金） 
◇ 意見等の受付件数：３人　６件 

（提出方法の内訳：郵送０人　ファクシミリ０人　電子メール２人　持参１人　　） 
 

 
１．提出された意見等を内容により整理し、意見等の概要として掲載しています。 
 
（１）「子育て世帯の経済負担軽減と放課後児童クラブ支援拡充」についての意見 

 
 

 こども政策課では、令和８年２月１４日～令和８年３月１３日までの期間、「さくら市

こども計画（案）」について、皆様からの意見を募集いたしました。その結果、３人の

方から６件のご意見をいただきました。貴重な意見等誠にありがとうございました。 
 
市では、皆様からのご意見に対しまして、次のような考え方をまとめましたので、公

表いたします。

 番号 ご提出いただいた意見等の概要 　　　　　　　市の考え方
 

１

給食費無償化など、現行施策に

対する市の取り組みには感謝の

意を表したい。一方で、物価高騰

により「副教材費」「学用品代」

「部活動の遠征費や用具代」な

どの隠れた教育費が家計を圧迫

している。 

 

特に共働き世帯では、放課後児

童クラブの利用料が生活費の重

荷になっているため、所得に応

じた細やかな料金設定や第２子

以降・多子世帯へのさらなる減

免措置を求める。 

 

あわせて、制服や学用品のリユ

ースバンク活用促進（譲渡会の

定期開催等）といった実質的な

負担を最小限に抑えるための多

角的支援の検討を求める。

ご意見ありがとうございます。 

 

頂戴したご意見を踏まえ、各家庭の実情に即

した具体策の検討、及び多角的な支援策の模

索を引き続き進めてまいります。 

 

なお、放課後児童クラブの利用料について、

令和８年度から第２子以降減免事業を開始予

定です。今後も子育て世帯の経済的負担を軽

減し、多子世帯でも安心して働きながらこど

もを産み育てられる環境を整備してまいりま

す。



（２）「文化・学習版スポーツ教室の創設」についての意見 

 
 
（３）「小学校高学年から中高生向けの居場所の整備」についての意見 

 
 

 番号 ご提出いただいた意見等の概要 　　　　　　　市の考え方
 

１

現行の「スポーツ教室」は低額で

多様な競技体験ができる優れた

施策である。これをモデルケー

スとして、プログラミング、英会

話、アート、科学実験、伝統文化

などの文化・学習分野へ展開す

ることで、こどもたちが安価に

様々な「学びの入口」に触れる機

会を提供し、興味を持ったこど

もたちが民間塾や習い事へ進む

ことにより、地域経済の活性化

にも寄与する効果が期待できる

と考える。

ご意見ありがとうございます。 

 

本市では、でまえ学び塾や課外スクール～さ

くら未来塾～、伝統文化こども教室などを通

じ、こどもたちに様々な学びの機会を提供し

ています。 

今後もニーズや社会状況等を踏まえ、より多

様な内容の体験を提供できるよう務めるとと

もに、地域の民間団体等との連携を図り、こ

どもたちの「学びの入口」がより充実するよ

う事業を展開してまいります。

 番号 ご提出いただいた意見等の概要 　　　　　　　市の考え方
 

１

既存の児童館や公園は幼児や低

学年向けに偏っており、高学年

～中高生が安心して集える場所

が不足している。 

 

具体的には、放課後や休日に利

用可能な「目的がなくても集ま

れる場」や、Wi-Fi 環境が整った

静かな自習スペースなど、世代

のニーズにあった機能を備えた

居場所の整備を求める。 

 

既存の公民館や空き公共施設の

柔軟な運用（例：夕方から夜間の

専用利用など）も検討してほし

い。

ご意見ありがとうございます。 

 

現在、氏家公民館においては、FreeWi-Fi の環

境も整っており、夏季及び冬季の期間を限っ

てではありますが、中高生向けの学習スペー

スとして研修室を開放する取り組みを行って

おります。今後、より利用しやすい空間とな

るよう検討を行ってまいります。 

 

また、既存の公民館や公共施設を柔軟に活用

するなど、高学年・中高生向けのニーズに合

わせた居場所の整備方法について、関係部署

と協議してまいります。 

 

なお、令和８年度には、旧南小学童保育セン

ターを改修し、児童センターとしてリニュー

アルする予定です。大型遊具や中高生もくつ

ろぐことのできるスペースの設置のほか、Wi-

Fi 環境なども整備予定です。



（４）「安心して遊べて雨天時も過ごせる複合施設の整備」についての意見 

 
 
（５）「上松山小学校周辺を含む通学路の安全対策の強化」についての意見 

 
 

 番号 ご提出いただいた意見等の概要 　　　　　　　市の考え方
 

１

既存の施設では物足りず、他市

町村に比べあそび場の魅力が薄

いと感じる。 

 

他市のように、図書館や公民館

的要素を含め、保育士が常駐す

る複合施設があれば、市に対し

て満足度が上がると思うので、

設置を検討してほしい。

ご意見ありがとうございます。 

 

極端な気象状況が観測される昨今、こどもた

ちが安全で快適に遊び、学び、他のこどもや

その家庭と交流できる場を提供することは、

子育て家庭支援に必要であると認識していま

す。 

 

しかしながら、場所や規模、さらにどのよう

な機能を付与するかにもよりますが、整備・

運営方法、それら経費の財源の確保など中長

期的な取り組みが必要になります。他自治体

の事例などを参考にしながら調査・研究を行

ってまいります。

 番号 ご提出いただいた意見等の概要 　　　　　　　市の考え方
 

１

施策や居場所が充実していても

通学路の安全が確保されなけれ

ば意味がない。 

 

特に上松山小学校周辺の通学路

は歩道が狭く、危険な箇所が点

在している。ふれあい保育園前

から国道４号への抜け道は、車

両の通行やスピード出しが目立

ち、旗振りボランティアからも

安全面での懸念が上がってい

る。 

 

注意喚起の看板設置だけでな

く、カラー舗装、物理的なスピー

ド抑制策（ハンプや狭さくの設

置）など、実効性のある安全対策

を最優先で実施してほしい。

ご意見ありがとうございます。 

 

通学路の安全確保については、関係機関で実

施する合同点検などを通じ、地域の実情に沿

った施策を検討するなど、実施に向け関係部

署と調整を進めます。 

 



（６）「さくら市こども会議」についての意見 

 
 
◇問い合わせ先：健康福祉部こども政策課 

　　TEL：028－681－1125 

　　　　　　　　　FAX：028－681－1482 

           　　　 電子メール：kodomo@city.tochigi-sakura.lg.jp

 番号 ご提出いただいた意見等の概要 　　　　　　　市の考え方
 

１

こどもたち自身が地域や広い社

会（さくら市、栃木県、日本、さ

らには世界）について考え、意見

を交わせる場を提供する意義は

大きい。 

 

会議を通じ、こどもたちの意見

や考えを、具体的な形として実

現できる機会を提供すること

は、大人がこどもたちの思いに

真剣に心を向けて大切にしてい

る証である。

ご意見ありがとうございます。 

 

本市では、こども基本法やこども大綱の主旨

を踏まえ、こども目線に立ち、こどもとの対

話を通じて何が必要かを探りながら、各種施

策に取り組んでまいります。 

 

こども会議を通じたこどもたちとの連携は、

将来の市政にとっても重要な意見交換の場と

位置づけ、継続的な運営をしていく予定です。


